
マフクロウ保護林設定検討会が開催
知廟Iボンマフクロウにとって最大の生息地域～
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シマフクロウは、Ⅲ本では北海道にしか生息してい

ない世界最ﾉ<級のフクロウですが．そのﾉくきなHf躯も

さることながら、’k息には餌となる魚が豊富にiM’られ

る川と、憐巣/kとなる入水をｲ１.する鰊:｜１６が必襲なこと

から、その存准は11Aかな脚然の象徴ともなっています。

以前は北海道の広いiliiil)flで生LAしていましたが、そ

の''2息数は徐々にiiI1R少し、現在では北海道東部を限''心

に130羽麗度しか'１２恩しておらず．絶滅造慎煎にも指定

さ;１１ています.
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潅騨麟裏鰯Ｉ)鰡塑鯉蝋鼠椣匡鰯iMiMiih繍鵬,jM1灘Ｉ浄
８三▲１ｓ台凸２日」Ｉ

することを!;}画し、その険;汁会を８月２３ドＩ（火）、当センター２階の会瀧室で開催しました。

(写典：チンクルマ）:炉

雲回 <今隠弓０ イ黄討会では、五-1-嵐恒夫北海道大学紹瀞救援を座長と

して、シマフクロウの轍Ｉ１ｉｌ家や地元F1治休の簡長が参加

するに|］、「知肱に半１１ｉｉｉ『は北ｉｌｉｊｉ道のシマフクロウの半数近く

が繁殖する雌大の生息地域であること」、「当砿地は繁脳

地域の拡大・l1jl仮を目指す観点から璽饗な生息地である

こと」、「牒襲林|ﾉﾘでは営巣膜iili木となるiiMilWのある大径

ｲ〔の係残や繁殖期間（１～６jl）の施業を原lU1行わない

こと」などがｉｉｉﾘ]され、ｌｊｌＬ,巡Ｉ;|；の区域や森林の取扱い、

巡視等のあり方等について|舗々な意見がⅡ}されました。

今後は９月下旬に２回ﾄﾞ1の検討会を実施し、今年度末

に作成される網走東部森|ｲ;,iIliIiil#の施蕊実施計画書で指
定される見込みです。

し■、

jiilHI5ではヒグマやオオワシ等のIHll物達やシレトコ

スミレ鰈の植物途がl111j:ち、キノコ等の菌類は少々

地味な存娠ではないかと思います。

しかし、キノコに代表されるI11i類は臓物とIliI物と

対聯な立柵の生物であり、森林のⅡ冒態系のrljで大変
填喚な役割を担っています。

キノコは落葉・落枝や動物のjil1i体などを腐らせて

分解し栄獲にして、鯨の土に還元し､それらは樹木

やＩＭ１ｉ物たちの養分になります。この様に、キノコは、

瀧林の物衝循環のrITで分解者として愈要な役割を１Ｍ

で￣ているのです蓬
この他に、外生li薊根といって、催Ｍ怠の根にまとわ

シマフクロウ

Pq9 ￣、

～コエ瓢ゼミが羽化していました～ この他に、ダト生臓MAといって、桜川§の根にまとわマス(輔)の身の色に似ているマスタケ

l)つき、共生するキノコもあります。共生することで樹ｲﾐの根を病原菌から才l〕、根から水分や

養分の峻収Ｉｉ(が増やしIlilｲこのI)に腱が良くな')ます゜そして、キノコは柵水から栄養をもらい、お
厩いに助け合います。

さらに、密生した1V｢やMil木のrllで蕊濁したものに寄生しlilr死させ間引く事で、密生して青ちに

コエゾゼミは７月～８月にかけて出てきます。「ジイーギイー」という雌き声が森の中にこ
だますと耐１床にも臭がやって来た・・・と感じます。

８１１１ﾆｲﾘの脚然観察救育Iil6でコエゾゼミが

羽化の典っｊｌｊＩｉｒｌ１でした。線のあちこちで・汗
に羽化が始まっており、なぜこんなに沢１１１の
セミが一斉に羽化するのか不思議に思いまし
た。

何年ものlｌＩｌ（７年樫度ともいわれている）上

の巾で幼虫として過ごし、この時期に羽化し
１０［1間ほどの短い時を地上で過ごします。

羽化する'111は無防備で外敵にillわれやすい|聯
でもあります。こんなにも沢山のセミが－蒜
に羽化する姿を見て生命の神秘を感じました。

くかつた樹木を育ちやすくするＩＭＩきをするキノコもあり

ます。

さて、キノコかIう),』た良い廠林とはどんな森ﾄﾄﾞでしょ

うか？キノコと森{:I;の間係を見ると、ＩＨＩ木のIWi類が!&か

な混交ﾄ|;が、キノコの緬類も墜寓です。一方、単一な樹

穂の課１１１６ではキノコの発く上数が限られてきます。

キノコは繩lilKの１１１でどの様な役!}'|を担っているのかを

諺えながらキノコを１MA察してみるのもよいのではないで

しょうか。
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圭Ｌ勤二鵠Fmi，
ミズナラの倒木に出るシイタケ

し
*蝿炎liliとはトドマツなどのjjl蝋ll1riや様々なlililXiの広葉liiIが混じり合った嚥林です。



第７４回レクリエーションｉｎ知床.〒肩’１:直儲通lEn刷巴全Ｂ＝

歩こう！見よう１知床世界自然遺産の森林｣を開催 ｢知床の森でキノコの秘密を探ろう｣を開催

識
８ハ７１１（１１）に北海道森|:|;管理局主

'１MでiH1床|止界141然泄産犠録iiB念事業ｉ歩

こうl見よう１クM1床|止界自然遮瀧の森林」

を実施し、１０()f')近い応募者の巾から１１１選

で進ばれた22fiが参Ijllしました。

まず知床｛illil脈道鵬IMIに設戯された１世リド

Ｉ２１然巡龍の清板除朧式を行いました。

報道lhliも多数詰めかける中．参jⅡ1者の

皆さんは少し緊張しながらの除糯式でし

たが、なかなか無い登重な騰会に立ち会

えたと感皿,,している臓子で､式終了後淘

今回の瀧林レクリエーションiUjJ1j)1そでは、

森林４２態系を'1W成する一員である1Mi航に櫛|’

し、そのうちド|に｣jiLえて１１１ﾋﾞ認できる「キノコ」

の観察会を９月１１１（木）に行いました。

とはいえ、キ／コの世界は奥深く、その逆

に長けた人でないと手を||}すことは雌しいた
もGＩ（句Ｌ~灯Ｉ`８J’

ぬ、今IrJ1は北海道大学朽瞥救授の/［|･ｊｉ(値ノミ

先'kを講師におＷ{きしてご指燕頂きました。

参加蒋は多数の応募臂のrl1からilll逃で進は

〆'た、５０～60代を中心とした男ｆ|：[()fH、女Ｉ１ｉ
Ｅｌ４筒の計24縞です。

緊張もほぐれ笑顔で記念搬影を撮ってい

る方もいました。

事前にセンター２階で基礎的な知識を学びました
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記念に設置された看板の前での記念写真

その後、向かった羅臼湖では、気温もそれ

まず、参hⅡ背は、当センター会誰毒にて３０

分胤度、ｉｌ［｜･蝋先'|ﾐよ'）蕊林とキノコの関わ

りについての解説を1隙きました。その巾では

「1111i噸は動物やl1l1i物と対等な立場の生物であ

ること」「嫌'１;M：態系において分解者である

とともに、１鞠によっては、樹木に栄養を渡し

ておKrいに助け合う此化関係のものがあるこ

と．蕊鯛した竹1水をli1li死させることで森林内

のiI1il,kの本数,iM1催の役割も果たしていること

などから、いわば『キノコは森のコーディネ

ーター』である」との説明があり、参加者は

先化の話に熱心に耳を傾けていました。

ほど上がらず、霧もかかっていない、羅臼湖

では希な絶好のコンディションでした。

風も微風だったため、途rl1にある沼では、

水面に背紫の１１１や樹々が映り込み、疲ｵ1を忘

れさせる美しい曝色を楽しむこともできまし

た。特に＝の詔では靴'三]岳が映り込む「逆さ

羅臼岳」を見ることが}11采、多くの〃が感激

していました。

また、散策蹄途中に未だ残る'':r潔に雌きの

声を上げたり、道端に''1憐に咲くゴゼンタチ

バナなどの,繭１１｣植物を楽しんだ１，と、杵さん

普段なかなか来ることのできない靴同楜散策

を１－分満足して頂いた様１名で、快適に|M(策を

楽しみ、知床のIfl然を満喫して１ｍきました。
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チチタケ属のキノコを説明する五十Ni先生

知床峠で森林生態系保護地域について解説 その後．パスにて知床111然観察織育林に移

動しキノコの観察会を行いました。

現地では、数多くのキノコが発２１池ており、

散策路沿いで確認できるキノコの111には、｜ビ

びらのような形をした「ハナビラタケ」や，

白い乳液を１１}す｜チチタケ｜、セミの幼虫に

寄生して発生した冬虫夏ｊｌｉｒ「セミタケ」’鰍、

大小色とりどI)のキノコを楽しむことが|Ⅱ)|ミ

末した。

キノコの観察を通じ、賑々なところにlMi蛾

の活動が確認できることがわか'Ｌｌ１ﾋｻﾞiLl'|然

過産の穫録に際し評I1Iiされた知〃臆の「生態系」

において、菌類も重要な彼劉を染たしている

二とを深く理解して頂いた嫌]遙でした。
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刊藤目

三の沼の湖面に逆さ羅臼岳が見えました 羅臼湖に到着 トドマツの根元にハナピラタケがありました


